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　　　　　「中級」日本語教育に向けての教師支援
一インドネシア　ジャボデタベック地区での高等教育支援報告一

渡辺　由美

0．はじめに

　報告者は2003年4月より2006年6月まで、国

際交流基金ジャカルタ日本文化センターに日本語教

育派遣専門家として赴任した。任期中の報告者の主

担当業務は、ジャボデタベックと呼ばれるジャカル

タ首都圏地区1における高等教育支援すなわち大学

の教師への支援であった。本稿は任期中の主担当業

務における課題とそれに対する対策・成果について

報告するものである。

1．インドネシア概要・教育事情

1．1地理・民族・宗教等

　インドネシア共和国は、ジャワ島・バリ島・スマ

トラ島・スラウェシ島など多くの島からなり人口約

2億1700万人であるが、その約6割がジャワ島に

集中する。ジャワ族（ジャワ島）、スンダ族（ジャ

ワ島西部）、バタック族（スマトラ島）などの民族

に分かれ、それぞれ異なる言語・風俗・習慣を持つ。

公用語はインドネシア語。日常生活では地方語

（150～250）が使用されている。主な宗教はイスラ

ム教（87．1％）、キリスト教（8．8％）、バリヒンドウー

教（2．0％）2である。

1．2教育事情・日本語教育の経緯

　インドネシアの教育制度は6・3・3制であり、

義務教育は小学校、中学校であるが中学卒業の学生

の就学率は45％ほどである。目本語教育機関数は、

全体数608校、学習者85，221名、教師1，702名、こ

のうち高等教育機関数は78校、学習者11，381名、

教師650名である。

　インドネシアにおける日本語教育には、以下の

ような経緯がある。

1934年　学校教育で初の日本語教育導入（西ジャ

　　　　ワ州バンドン市私立クサトリアン学院）

1942～45年　目本軍政の一環として初等教育から

　　　　高等教育まで必須科目

1962年　高校での日本語教育開始（選択科目）

1963年国立パジャジャラン大学日本語日本文学

　　　　科開設

1969年　日本大使館広報文化センター　市民向け

　　　　日本語講座開講

1990年　インドネシア大学大学院日本研究コース

　　　　修士課程開設

1995年　インドネシア大学大学院日本研究コース

　　　　博士課程開設

1999年　インドネシア日本語教育学会　設立

2001年　インドネシア教育大学　日本語教育研究

　　　　修士課程開設

2006年　パジャジャラン大学　日本語研究
　　　　修士課程開設3

2．派遣先地域概要、担当業務報告

2．1　ジャボデタベック地区の日本語教育の特徴

　2007年8月現在、インドネシアには国際交流基

金からの日本語教育派遣専門家（以下専門家）が計

6名派遣されている（北スマトラ州1名、ジャカル

タ日本文化センター2名、西ジャワ州1名、中部ジ

ャワ州1名、東ジャワ州1名）。また、ジュニア専

門家は計5名派遣されている（ジャボデタベック地

区、西ジャワ州、中部ジャワ州、バリ州、北スラウ

ェシ州各1名4）。

　報告者の担当した当初の、ジャボデタベック地

区の大学は、S1と呼ばれる4年制プログラムと、

D3と呼ばれる3年制プログラムのある機関を併せ

て、計11大学5であった。このうち私立大学は9

校で学生数約2000名、06年9月より正式にSIプ

ログラムを開講したジャカルタ国立大学を含め、国

立大は2校で学生数約250、教師数は合計200名余

りであった。またクルススと呼ばれる民間目本語学

校は約50機i関、学習者約2500名、教師は200名ほ

どである6。

2．2日本語教育派遣専門家としての主担当業務

　国際交流基金ジャカルタ日本文化センター（以
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下センター）における報告者の主担当業務は、ジャ

ボデタベック地区の高等教育機関（大学中心）の教

師・機関支援活動であり、着任当初（03年度）は

初級教授法の支援が中心であった。支援対象別に主

な支援活動を表にすると、表1のようになる。

表1主な支援活動（支援対象別）

若手教師 一般向 日本語 大学別
向け研修 けセミナー 教育学 の希望

会 者

日本語
初級教授 教育文 学会共 11大学

支援活

法研修7 法一日セ

~ナー

催セミナー 定期訪

動の種

初級教授 技能別
学会研
?

類 法フオローアツ 教授法
学会土

プ研修 セミナー

曜勉強
ム
耳

2．2．1若手教師向け研修・一般向けセミナー

　センター主催で行った支援活動である。専門家

がセンターのインドネシア人専任講師と共に初級教

授法についての研修の企画・運営をおこない講師を

務める。

2．2．2インドネシア日本語教育学会8ジャボデタベ

ック支部9支援

　インドネシア日本語教育学会（以下学会）の活

動は学会主催で、会長他役員中心に初級の文法や教

授法セミナーの企画・運営・実施をおこなった。専

門家はセンター専任講師と共に、セミナーや研究会

の運営・内容決定の支援、発表者サポートなどを側

面的におこない、講師として出講することもある。

2．2．3　11大学定期訪問

　ジャボデタベック地区11大学（Sl，　D3プログラ

ムのある機関）の希望者を対象に、初中級の文法解

説、5学期以降の教授法を中心に助言をおこなった

　（1機関、月1回程度訪問）。

3．中級日本語教育に向けた実践

3．1ニーズ調査

3．1．1地域のニーズの段階的把握（学会共催セミナ

ー・ s刹ｳ育機関調査・大学定期訪問）

　大学定期訪問（前述2．2．3）の際、教師達から

「中級の教え方がわからない。何を使って良いかわ

からないし、選択肢がない」との相談を頻繁に受け、

初級教材終了後の4，5学期（2年次の後期から3年

次）以降の授業に不安を持っている教師が多いとい

う事実が明らかであった。このため、大学定期訪問

の際には、中級教材の勉強会や、教授法の紹介をす

るようにしていた。

　また報告者の着任当初の2003年8月、上記2．2．2

学会ジャボデタベック支部主催の第3回共催セミナ

ーloがおこなわれた。テーマは「大学における中級

日本語教育の問題」であったが、これは「中級」11

に対する地域の教師達のニーズ・問題を探りそれに

応えようと、当時のセンター専門家とセンターイン

ドネシア人専任講師が企画したものであった。当初

ジャボデタベックの教師達が抱えていた問題・二・一一・・

ズ、続いておこなったニーズ調査から把握されたも

のを表にまとめると、表2（次頁）のようになる。

　さらに地域の教師の現状を知るため、03年9月

から04年9月にかけ、ジャボデタベック地区高等

教育機関調査として11大学のインドネシア人教師

80名に対し、任意のアンケート調査をおこなった

（資料1「高等教育機関調査票」参照）。回答者の

うち、日本語能力試験（以下能力試験）3級に合格

している者あるいはそれ以上の日本語力をもつ教師

が50名程度であった。すなわち当初、この地区に

は3級程度の教師が多く存在しているという現状が

あり、報告者は支援における重点課題の対象を、

「能力試験3級程度の教師」としていたのである。

3．1．2最終ニーズ調査

　2004年3月「学科長意見交換会」12が行われた。

この意見交換会は、地域の大学の学科長からの要請

に応えセンターが主催したが、9大学の学科長らか

ら、地域の最終的なニーズとして、ニーズ①・②

（次頁表3参照）のような教師達の声が、具体的

に報告された。

3．2ニーズに対する支援

3．2．1「中級日本語研修」

　上記最終ニーズ①「教師の日本語力向上」を望

む声が多くあったことから、ジャボデタベック地区

の支援における重点的な課題の1つは、能力試験3

級程度の日本語力で5学期すなわち3年生以上を教

える日本語力・自信のない教師のために、「中級を

教える日本語力」を養成することであることがはっ

きりした。このため、それまで休止していた「教師

向け日本語講座」を2004年7月に再開することに
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表2　段階的なニーズとその対応

03年8月
w会共催セミナー

・文型積上げ式の初級教材からトピック・技

¥シラバスの中級教材へうまく移行できな
｢。

→段階的にニーズ調査を行う

ｨその後のセミナー・勉強会で

熬?焔ｳ授法を扱う

03年9月～04年9月
s刹ｳ育機関調査

・教師自身が日本語能力試験3級程度で「中

堰vを教える自信がない。

月1回程度
蜉w定期訪問

・何をどのように教えれば良いか、中級教材

ﾌ情報・教え方の具体的モデルがほしい。

→地域支援の重点課題対象を能

ﾍ試験3級程度の教師とする

ｨ大学定期訪問による中級教授

@勉強会、中級教材の紹介など

表3　最終ニーズとそれに対応した支援方針の変更

04年3月 ニーズ①教師の日本語力向上 →3．2．1中級日本語研修

学科長意見交換 ・「中級（5学期）」以降を教えられるよう能力試験

会 3級程度の文法項目理解を深め、最終的に能力試

験2級程度の日本語力を目指し勉強したい。

ニーズ②　中級レベルの教授力向上

・中級教材の使い方、アイデア、ヒントがほしい。 →3．2．2中級教授法セミナー

・教材を持ち寄り、使い方の意見交換をしたい。 →3．2．3

中級技能別教授法勉強会

し、「中級日本語研修　コ・一・一・ス1～4」13とした。

　コース1，2の使用教材は「ニューアプローチ中級

日本語　基礎編」。能力試験3級程度の教師達を対

象とし、初中級の文法・語彙・表現知識の拡充と、

談話レベルの文章の効率的理解を目標とした。

　また、「中級授業のモデルがほしい」という要望

に応え、日本語研修の授業計画やコース日程といっ

た資料についても参考になるよう配布していた。コ

ース受講者は半期ごとのコース修了時に全員事後テ

スト14を受けるが、1つのコースの修r時点で継続

受講を希望する者は、そのコースの事後テストが、

次コース新規受講者との共通入試となる15。

　コース3，4の主教材は「ニューアプロー一一・チ中級日

本語　完成編」を採用した。能力試験2級を目指す

教師を対象とし、コース4修了時の目標を能力試験

2級程度の知識・運用力とした。

　「中級日本語研修」の成果を測る1つの指標と

して、04年度のコース2から、各コ・・一・・スとも修了

時事後テストとして、過去の能力試験2級問題から

抜粋した試験をおこない、到達度をみた。

　04年度コース2の事前テストの平均得点率は

55．6％、事後テストは58．0％であり、伸びはわずか

であった。しかし、06年6月に修了したコース4

の修了者のうち、コース3からの継続参加者Il名

についてみてみると、得点率は、コース3開始時の

平均得点率59．0％から、65．6％へ6．6％伸びている。

中には教師歴20年以上のベテラン教師もおり、「日

本語能力の向上」という目標のもと、全員が素直に

謙虚に熱心に自己研鎖に励む姿は、感慨深いもので

あった。

　コース修了時には「日本語の勉強を継続できる

場があって、本当によかった。他の先生達と共に学

ぶことで自信がもてる。もっと続けられる場がほし

い」という声も多く聞かれ、教師同士の良き情報交

換の場にもなっていたようである。

3．2．2「中級教授法セミナー」

　最終的に聞かれた地域の教師達のもう1つのニ

ーズ、「②中級向けの教授力向上」であるが、中級

向けの具体的な教材の使い方、アイデア、ヒントが

ほしいという声に対し、学会ジャボデタベック支部

長からも「中級を教えている教師を集め少人数でも

勉強会をしたい」、そして、「実際に教えている教師

が、自分達の教材を持ち寄り使い方の意見交換をし

たらどうか」という提案があった。

〈04年　第1回中級教授法セミナー〉

　これを受けてセンターでは、それまでおこなわれ

ていた初級授業向けの「技能別教授法セミナー」（表

1「主な支援活動（支援対象別）」参照）を、中級授

業向けの「中級教授法セミナー」とし、04年4月

の第1回セミナ・一一一一では、「中級の読解」をあつかっ

た。これは、「学生に長い文章を理解させるのが難

しい、教師自身が読むのも時間がかかる、理解が困

難」との声がよく聞かれるためだった。このセミナ

ーでは幅広く　「5学期以上を教えた経験をもつ教
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師」として参加者を募り、「教えたことはあるが、

日本語力にも教授力にも自信がない」教師中心と思

われる53名が参加した。

　このセミナーでは、「全体をつかむ（大意読

み）」ために、文章の構造に注目させること、さら

に教室活動において、学習者に読むヒントを与える

ための「事前活動」．をするということに焦点をあて、

セッションの中で実際に文章を読み、文章構造・文

章タイプを分析することを試みた。しかし、参加者

の反応は「（文章構造や文章タイプの）説明が早い、

難しい」、「普段自分がやっている活動（いわゆる精

読）とかけはなれている」といったコメントであり、

「すぐに授業（準備）に役立たない」と感じた教師

も多かったようだ。セミナーを担当した報告者・イ

ンドネシア人専任講師は、実際に行われている授業

の準備に応用しやすいものを提供していく工夫が必

要であることを痛感した。またこのためには、可能

な限り各機関の現状について情報収集をした上で、

次のセミナーの企画を立てる必要があると感じた。

尚、このセミナーのフォローアップとして、セミナ

ーの参加者の一部を対象に、センターで開講してい

る一般向け日本語講座16の中級クラスの見学（読

解の授業）を実施したが、文法項目の扱い方などが

参考になると好評であった。

3．2．3日本語教育学会ジャボタベック支部主催「中

級技能別教授法勉強会」発足

　上記「中級教授法セミナー（センター主催）」の

反省を踏まえ、「ジャボデタベックの大学の現状に

無理のない形で」の教室活動のアイデア・ヒントを

提供していくことが必要であるとの話し合いが報告

者、センター専任講師、学会ジャボデタベック支部

長の間でおこなわれた17。この結果として、「セン

ター主催」の「中級教授法セミナー（前掲表1参

照）」を、「日本語教育学会主催」の「中級技能別教

授法勉強会」とした。名前ではなく具体的内容の変

更として、センターの専門家や専任講師だけが講師

を担当するのではなく、学会支部長をはじめ地域の

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　のりぎフゆ　み　tLLL　　　　　　モ　の　　あ　ノN　tr・s　tt．th．”IPよtT・．・．r）P，fitr．　Pユ　ニ　Aコrt　1
歌貝々栖再口甲こしL日フTU／ellX，　！！Rl　A　5YJ　Uノノノ1フノ乞’頂E廿≒

するという形への移行を試みた。

　＜05年　第1日本語教育学会ジャボデタベック

支部主催中級技能別教授法勉強会〉

　第1回は05年6月実施、テーマは「中級の会話

授業」であった。地域の教師達は、特に「話す・書

く」といったアウトプット活動について、どんな教

材で、どのような教室活動をすれば良いのか悩んで

いた様子が見受けられたからである。

　前述の通り地域の教員が講師として自分の教室

活動のアイデアを提供することにしたが、今回の講

師は2名とも学会役員であり、また大学の日本語学

科長でもあった。実際の会話授業のヒントとして、

講師達がこれまで使った教材の工夫・問題点を提示

し、参加者が比較・検討できることを目的とした。

　実施の前に、全7回の「事前勉強会」を実施し、

内容を検討した。二人の講師と共に「アウトプット

を促す授業活動とはどのようなものか」を検討して

いき、第1回の事前勉強会ではセンター専任講師か

ら「読んだ文をもとに話すといった、技能統合型の

授業を紹介するのが有効ではないか」という意見が

でた。そして「それがジャボデタベックの教員に実

施可能か、受け入れられやすいか」を検討した結果、

「簡単な読解リソースを用いた会話授業」という形

で紹介すれば理解されやすいのではないかとアイデ

アがまとまり、学会支部長が授業の目的や流れ、も

う一人の講師が自分の大学でおこなった授業をもと

に「読解リソースからの会話練習」を紹介すること

になった。

　参加する教師が短時間で内容を把握し、リソー

スの意味を理解するという意図から、当日紹介した

読解リソースは、実際には初級用教材であった。こ

の中に含まれる「意見の言い方」を使い、後で学生

に会話練習をさせる流れを講師が紹介し、そのため

の準備（意見の部分をぬきだす、言い方を紹介し練

習する）やワークシート（実際に学習者が自分の意

見を発表する際に使う）の作り方をタスクにした。

　授業の流れやタスクの意味についてはよく理解

され、ワークシート作りなども適切にできていた。

しかし、質疑応答では「私の大学では読解の授業と

会話の授業を一緒にすることは無理」、「会話に読解

の教材を使うのはなぜか」といった意見が多く、技

能統合の意義が理解されにくかったようである。ま

た、一部の教師を除いては教師間の協力が難しいと

いうことも、参加者が感じている問題としてあがっ

てきた。

　〈06年　第2回日本語教育学会ジャボタベック

支部主催中級教授法勉強会〉

　第2回は、学会ジャボデタベック支部長（以下

支部長）とセンターのインドネシア人専任講師（以

下専任講師）が講師となった。計4回の事前勉強会
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を通し、二人の講師と報告者の間で「この地域の教

師が自信を持つために本当に役立つ支援は何か」と

いうことが綿密に議論された。報告者は助言を求め

られたり資料の提供が必要な際に側面的に支援し、

あくまでも二人の講師主導でセミナーの企画をたて

てもらうことを試みた。

　テ・・・…マは「中級の読解」とした。「地域の教師が

自信を持って学習者にインプットからアウトプット

活動をさせる」ための、具体的な工夫のし方を紹介

することを目指した。初中級向けの読解リソースを

用い、事前タスクによって内容を理解させやすくす

る工夫、学習した文型項目と同じような表現を使っ

て、後で別のトピックについて話す練習をする工夫

を紹介することにした。

　まず、支部長が普段の授業の様子や問題点を聞

き出しながら、「中級読解授業の流れと授業準備」

について解説、さらに「事前タスク」の目的や種類

について参加者に問いかけながら進め、参加者から

は常に積極的な反応があった。

　続いて専任講師のセッションでは、中級の読解

授業で文法をあつかう際、どのような問題点がある

のかを参加者と一緒に整理・解説し、その後既存の

教材から例文を作成し直すワークショップ、さらに

読解後の発展活動（会話・作文）について解説・紹

介した。

　適切な例文の選び方など、地域の教師が持つ問

題点がよく配慮されており、ワークショップでも積

極的に発表がされていた。読解活動からテーマにつ

いて話す、読解文中の文型を使って書くといった技

能統合の要素を含む発展活動は、やはりすぐに実践

するには難しい様子であったが、「大学のカリキュ

ラムt読解授業は読解だけ。会話や作文を一緒にす

るシステムになっていないのが問題」、「読解を（精

読で）完全に理解しなければ、会話でも使うのは無

理ではないか」など、活発な意見交換があった。

　事前勉強会でも「学習した項目を使うため、読

んだ後に話す・書く活動へ」という専任講師の案と、

「地域に無理なく受け入れられるには正確な理解の

段階までの授業が大切」という支部長の考え方で議

論となっていたが、実際のセッションにおいてもこ

の点が参加者間での活発な意見交換に発展した。こ

れはこの勉強会の大きな収穫だったのではないかと

考える。

4．成果と今後の課題

ニーズ①

：教師の日本語力向上に対する成果と課題

→教師のための「中級日本語研修」を開講し、1年

間以上の継続参加者については、能力試験2級程度

の問題での得点率が向上したといえる。

　また、一般講座で学生と肩を並べる状況ではやり

にくい、という教師のための学習の機会が確立され

たことで、教師の段階的な日本語力向上のための環

境がある程度整った。さらにモデルとしての中級授

業見学の場、地域の教師達の情報交換の場をも提供

し得たといえる。

　ただ、講座の受講生は1コース20名程度で参加

できる教師の数は限られており、4コースを並行さ

せて開講するなど要望に応えるための講師の人材確

保は、今後の課題である18。

ニーズ②

　中級レベルの教授力向上に対する成果と課題

→「中級の教え方がわからない。教材や教え方に選

択肢がない」というのが地域で多く聞かれる声であ

った。これに応え、「中級教授法セミナー」さらに

「中級技能別教授法勉強会」を企画し、一般向けに

はほとんど紹介されてこなかった技能統合型の授業

の紹介を、地域のリーダー達が試みた。この過程で

彼らは「教師達の要望に応えるには何を提供すれば

良いのか」、それが「地域の現状に合っているのか」、

「無理なく受け入れられるものなのか」を議論し、

検討することを経験した。そして参加者の間でも、

「自分達の間で何が問題か」を出し合いながら、

「提供された教授法について吟味し、取捨選択す

る」という過程が生まれた。これまでのセミナーや

勉強会では、多くのインドネシア人教師達は与えら

れた情報を受け入れるだけで、受身であった。しか

し同じインドネシア人のリーダー達から提供された

ものを、教師達が自分で吟味し、意見交換し、そし

て選ぶという参加のし方に移行してきたのである。

これは、大きな成果といえるのではないだろうか。

　これまでのプロセスでは一一部のリーダーが重要な

役割を担い、彼らの「提供者」としての立場が全体

の議論に大きな影響をおよぼしているが、今後はど

んな立場の者が提供したものであっても、いかなる

場であっても、参加者…人一人が各所属機関におけ

るリーダーとしての自覚を持ち、より活発に意見交

換できることが望まれる。
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5．まとめ

　地域の教師のニー・一ズに応え、教師向けの「中級

日本語研修」そして「中級教授法セミナー一一・」から

「中級技能別教授法勉強会」へ、支援のあり方を検

討しながら初級向け中心から中級向けの支援に移行

させた過程は、報告者にとっても大きな収穫であっ

た。地域の教師達は「自己研鎖する学習者」であり、

継続的に学ぶことを非常に熱心に求めている。今後

も成果が期待できる。

　他方、彼らは「自らより良い授業を追求する教

師」なのである。それまでの教授スタイルや信念を

覆す、または環境や方法を大幅に変更せざるを得な

いものが提供されたとき、教師達は抵抗感や違和感

を覚える。そして、提供者が「絶対的な力を持っ

者・常に優位な者」なのではなく、対等に話し合え

る仲間（ピア）なのだと感じることができるなら、

そのときこそ彼らは受身ではなくなり、取捨選択の

ための議論へと進むことができるのではないだろう

か。

　「提供したものがすんなり受け入れられず、失

敗だった」で終わるのではなく、「なぜそのまま受

け入れることが難しいのか」、「背景にはどのような

環境や信念があり、より受け入れられやすくするに

はどんな工夫が必要か」を共に考えることが重要で

ある。学習者がより良く学ぶために、そして地域の

教師が本当に自信を持って教えるためには、どこに

焦点をあてるべきか。「有効・効率的」な情報提供

と「地域の現状」との間で、常に模索していくこと

の大切さを、改めて感じた3年間となった。

謝辞　本稿の執筆にあたり、情報収集にご協力いた

だいた登里民子さん、吉田裕子さんを始め、国際交

流基金ジャカルタ日本文化センターの皆さん、国際

交流基金よりインドネシア派遣の現・元日本語教育

専門家・ジュニア専門家の方々に多くのご助言や励

ましをいただきました。心よりお礼申し上げます。

注

1．ジャカルタ、ボゴル、デポック、タンゲラン、ブカシ

　の5つの都市を含む。行政区の変更以前は「ジャボタ

　ベック」と呼ばれた。

2．外務省ホームページより

3．国際交流基金2003年調査による

4．東ジャワ州1名は07年に撤退。

5．07年8月現在　さらに私立大学3年生プログラム1校

　が加わり、12大学となった。

6，04年9月現在のジャボデタベック高等教育機関調査に

　よる

7．初級教授法研修にっいては継続的に実施され、ほぼ定

　着の感があり、05年度は対象者が少なかったため、実

　施せず

8．99年創設。07年8月現在、全国会長は西ジャワ支部ナ

　ンダン氏。05年全国セミナー時、参加会員約200名。

　推定会員総数約500名（流動的）。

9．07年8月現在、支部長は元インドネシア大学日本語学

　科長レア氏。06年8Aセミナー時、参加会員約90名。

　推定会員総数約250名（流動的）。

10．実施会場LIA外国語大学。参加人数約70名。

ILこの地区では、実際には初級テキスト終了直後の初中

　級段階である5学期すなわち3年生以上を「中級」と

　よんでいた。

12．04年3月実施。地域の大学の学科長からの要請に応え、

　センターにおいて以下2つの目的でおこなわれた。1

　　「これまでのジャボデタベック支援の業務について評

　価を受ける。」2「1を踏まえ、今後の活動が有効なも

　のとなるよう2004年度業務方針を説明し、意見を聴

　取する。」9大学の大学学科長と日本語教育学会ジャボ

　デタベック支部長が出席、センター日本語担当職員・

　日本語教育派遣専門家らが出席した。

13．「研修」であれば、大学などの所属機関から仕事を休

　むことが許可されやすいという背景から、大学に勤務

　する教師が昼間の時間帯に参加しやすくするため、コ

　ース名を「講座」ではなく「研修」とした。

14，事後テストは全コース共通で過去の日本語能力試験2

　級問題より抜粋。

15．1コースは半期（3時間×18回）で修了。次のコース

　へ継続する者は、事後テストが次コースの事前テスト

　となる。継続希望者は、事後（事前）テストが基準以

　上であれば、コース1～4を継続して2年間受講する

　こともできる。

16．06年8月現在、センターで開講された社会人向け日本

　語講座は次頁表4のとおりである。

17．05年度より、年度ごとにセンターへ支部活動報告を提

　出するため、事前に話し合いがもたれていた。

18，07年8月現在、開講はコース2のみ1クラスで、受講者

　は25名。
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表4　センター開講社会人向け日本語講座（06年8月現在）

対象 目的 日時 定員 教材

中級 3級
�x

3級以上の運用力 火木18：30～20：00 25 『トピックによる日本語総合演習

i中級前期）』

上級1 2級
ﾚ標

4技能統合により産出力向上 水金18：30～20：00 同上 『トピックによる日本語総合演習

i中級後期）』

上級2 2級
�x

口頭発表、レポート

?ｬ上の正確な日本語

火木18：30～20：00 同上 『トピックによる日本語総合演習
i上級）』

参照文献

渡辺由美（2006）「インドネシアジャカルタ日本文化センタ

　　ー総合報告書03年4．月～06年6月」独立行政法人

　　国際交流基金

渡辺由美（2006）「インドネシアにおける最新日本語現象」

　　『South　East　Asia　Summit　on　the　Japanese　Language

　　Education　Reports報告書』国際交流基金ジャカルタ日

　　本文化センター

松本剛次・小栗潔・西浦久子・登里民子・古川嘉子・森

　　西志保子・渡辺由美（2007）「インドネシアの高等教育

　　機関における中級日本語教育の現状と課題、そして

　　対策」『South　East　Asia　Summit　on　the　Japanese　Language

　　Education　Reports報告書』国際交流基金ジャカルタ日

　　本文化センター

エフィルシアナ・稲見由紀子・亀田美保・衣笠秀子・小

　　林佳代子・小部玲子・永井和子・新田洋子・松尾

　　慎・矢沢悦子（2001）『インドネシアの高等教育機関に

　　おける日本語教育実態調査　報告書』

外務省HPインドネシア共和国

　　wwwmof乞gojp／mof切／area／indonesia／index．htm1

　　　（2007／8／8アクセス）

わたなべ　ゆみ／シリア　ダマスカス大学日本語学科

yumicairo77＠hotmaiLcom

一26一



稿末資料1　ジャボデタベック高等教育機関調査票

　きょうし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょうさねんがっぴ

く教師データ〉　　　　　　．　　　　　　　　　調査年月日

しめい

氏名nama　　　　：
じゆうしよ

住所al㎜at㎜曲：
でんわばんこう

電話番号telepon　：　　　　　　　　　　　　e－mai1：
せいべっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいねんがっぴ

性別jenis　kelamin：女wanita／男pria　生年月日：　　　年　　月　　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　だいがくいん　　　　　　　　ねんそっぎょう
riwayat　pendidican：（　　　　）大学（院）　　　年卒業
がくい

学位jenj　ang　pendidikan　yang　telah　anda　capai　S3／S2／S1／D3

にほんごがくしゅうれき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きかん

日本語学習歴：　　　年から　　年（　　年間）　　機関（　　　　　　　　）
りゅうがくけいけん

留学経験apakah　anda　pernah　pergi　ke　Jepang？：　　年から　　年（　　年間）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年から　 年（　年間）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年から　　　年（　　年間）
にほんこのうりょくしけん
日本語能力試験　apakah　anda　pernah　mengikUti　uj　ian　kemampuan　brbaliasa　Jepang？

　　　　　　　　　　　ねん　　　　　きゅう
　　　　　　　　　　　年級合格／不合格
にほんごきょうじゅれき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げんざい

日本語教授歴　　tahun　mulai　mengaj　ar；　　　　　　　　　年～　　　　年現在

しょぞくきかん　げんざい　　　たんとうじかんすう

所属機関（現在）と担当時間数：
しょぞくきかんめい

椛ｮ機関名
たんとうかもく

S当科目
たんとうじかんすう

S当時間数
1

2

3

4

5

＊「担当科目」（Mata　kUliah　yang　diaj　arka　l）－Tolong　merubah　semua　mata　kuliah　yang　diaj　arkan．

＊「担当時間数」（WaktU　mata　kUliah）－Tolong　merubah　jumlah　TM　dala　n　seminggu．

けんしゅう　　　さんか

研修への参加　Apakah　Anda　pernah　mengikUti　penataran　atau　seminar

　　　　　　yang　diadakan　oleh　JF？：

　（ジャカルタ日本語センター）

ねんがっぴ

N月日
けんしゅうめい

､修名

うらわけんしゅう　　　　　　　　かんさいこくさい

（浦和研修センター／関西国際センター）

ねんがっぴ

N月日
けんしゅうめい

､修名
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